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　ぐ子どものすべての間題行動のなかで非両親や教師を非

．常に動揺させ，心配させるものに性的奪問題行町があ

蒲舗誰艘雛鍛蹴論ず言霧
合，　自慰という性的な問題行動は実際よりも深刻に受け

と一られがちであるが』 ン『 プこ1／llMr・∫rへ，、鐙誤く㌘鷺当’£

塾しが じながら，〉性的な間題行動は諮それ自体を深刻な

ものとみなすよりも，人格的不適応のテつの表現である

と考えるべきであろう。マ→般にlri対人関係の陣害によ．っ

て生じた不安や心理的緊張があると，＝、それらを緩和しi

…まぎらわすためにκ子どもは指し奄ぶりな，どの身体玩弄

癖と同様にダ自慰をする曽とがあると言われる6＝それが

特に幼児に認められる場合潜不安定廼不快な親子関係や

家庭内の緊張が原因：し駕喚るるとが多いゆそ⑳ゆえ1しこ

の問題を解決するには，∈ ．子どもの治療とと 竜臓親の理解

ど協力も欠く．ことの矯きない条件である5、k△ il』’♪二∫ 』こ「…

　，ここで述べるのは繋衷面的にはす．iら越・しが直接的な引

；き金となりて自慰を始めた男児の問題行動の治療にづい

てであるよ1本児ば，』連の神経性習癖と同時に粗暴な行

為埼問題どしてもらていたが∫1・治療過程の中ではダ 激じ

恥攻駆性を示したどその数撃性の燥発と鎮静化に 伴づ

て，τし本児の行動は，、』〕、「否定」ヂ「破壊」，』「分解」・がら 「肯一

定」呉「建設」，「1「結合」．外と変化発展していったよ・うに思

　う。、それゆえ奔そのブ戸セスに焦点を絞るよ1うにしなが

　ら治療過程を検討 してみたい。、一’ 』∴1’い・ 1’ メr

　耳 事＝i二，卸
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　“出生時正常，ひまり歩き迂歳1か胤1話し始融ユ歳2

　か月で，“現在まで特牙凹な既往症写まなV、ぎF乳幼児期を通二じ

て薮身体的発育状況は正常である5》知能は鈴木ビネー式
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知能検査でLQ』卜127：・〈4 歳11が月時点）5｛…　、

∫ 治療開始は昭和55年51見初旬であづたが，” そのほぽ4
か月、前の工月に，で、 父親の仕凄の関係で関西から東京に引

6越してきてがらじばぢく1し七タTの自慰が始まぢた。

2！月頃がら部屋の隅匿行ろてする5 ’ただみの上にうつ伏

せになづてこすりつけ，亭興奮「して真づ赤な顔になる6、』母

親は』族「はず塑しhがら止めよう」一と言うけれどもド転

動し隆きズ遊び友達が婚な惹なっ、てつまらないためが諦

2月，3月中は工日10画くらいした。4月に入り，幼稚

園に行き出してがらは L日；1・妙2回に減らてぎた6・玉

・k指し毎ぶりは渦壬：歳半頃止めてダその後は夜中にどき

たまするくらいであづたが倉自慰iと・同時に』1 口に物を囚

れたり、，』，なめたりするろぐせも出てきた♂その他17緊張す

ると頻尿になるな二ど溶現在の所昏引ら越してが、ち一オ連め．

神経性習癖を示1じ始めた6更臼 ，

9 しヲ　．1乙』一…㌻淵｝t

1似前からP’少しでも気に入らないことがあると粗暴な

行贈と徽向が齢たが澱近それ力宝ひどく1偽鴛

たポたとえば，1母親淡丁の気に入らたテレビを＝消！した

時1自分が遊び過ぎて時間が遅・ぐならてじまいテ脅壱が

見られなからた時など∫｛’気に入ぢないことがある・封鳶2

歳の妹にやつあたり・して乱暴にい、じめる6二！』弓場ごト：転’

、r母親の言葉を借玖れぱ診丁は力該シ矛クが強く詳、負け

ず嫌いである爽蜜け雄と相手にカ～みういた窮、やぢ耽る

と・くやしが当て衷達にしかえしをする。．自分以外め者を

かわいぞうだξ絶対言わずド他者に対す多思いや．りが掌

いδll乱暴で攻撃的な行動をとる反面’大入 し×‘∵積極性

に欠けし、1、自分がら進んで友達の中に天らてゆけず捗子ど

もらしい素直1さギ朋ぞさ1に乏じい’とレ、；うも・阻い ㌧1涜　・1ノ’

　Tは絵をかくことヅ砂遊び，友達といっしょに遊んで
いる1こ芝がす・き熔あるび夜は・ε時半頃になる・と～匙タ汐と

ずぐ寝つく6…ε：1翼1鼠パ＝1 撚漏い 辱J　lマ

ゴ㍉3’．F 家♪1族達薗親F妹（2歳）〆Tの4人家族ひ両幾は

“わゆる←流大学卒である年父親慮銀行員で1l　Tの二萱

をかわ恥がう癒おウ，｝子どもの ことを叱りた∫くな嘩乏思』

ってい餐鋤：悪いこ・とをしてV、ても1擁らないでおだ
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てたり・気をそらせてしまう。母親は叱ってちゃんと悪　　　自慰を起こした動機にρいて，母親は次のように述べ

いことを解らせたいのだが，簾塵熊ξ融凱簾ぎ鴬泓滋孟激毫聴
ても，父親は，年齢が進め匿自然に解ってくるといっ　　　関西では外遊びをすることができ，友達も多かった

て，Tに腹をたてたことがない。そのために鈷笠を叱幣歯』麺緩聴鋤環てき｛遊び友達がいなくなってつまらなくな

のは母親の役目となり，結果として，母親はTの反搬を　　った。また，妹が活動するようになったら，嫉妬し，「自

かい，「おこるのはやめてくれ」すいわれる。子どもに　分の方がかわいくないのか」といったりして，妹をいじ

はやさしぐ封い父親ではおるが，、母親はTの父親鞭ある 　めるようになった。妹がまだ小さいので，どうしてもか

夫を尊敬蔓｝多2篤見がちiがう尊群があ？ても根本的な　　ばってしまったの餌いけなかったと思う。これらのこと

生活信条や考え方にずれがなく，夫婦の間はうまくいっ　　が重なって淋しくなり，それをまぎらわすために自慰を

ている。　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　行なったのではないでしようかと述べている。

　Tの家庭の生活態度はパ懸慧で袋現すれば芦・現代の一　　　4・治　察＝Tの情緕障害の治療曝，昭和55年5月か

般家庭での子どもの扱い方とはかけ離れていた。』而親と　 ら12月までの8か月間にわたって行濠雛汽だ。塚児あ治

喝テ》ビを見ない。』テレビはまだ白黒テヒビで，1・Tはも　　療は“、、吉川が担当しゴ．隔週に行なわれた母親とのカウ
ン

っ，と1犀たいと1言うけれどむ，i制限をし運生日2つしか見　　セ凱スグは権平が担当した6ンき 1遅1．1二、、＝，，イ
一る， 、』’二．欝

せな》’と映うよ外食はほとんどさせない6外出の時、は　ンニニ．、ウ哨・＝畳 、r 二』
11、 …⊆r∵1』衿じ，（ジ

お弁当を撒出猷・撫も家で手作りをするげ㌧・聖趣璽蕉灘
1㌃』バ

鐸
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丼見トには子どもをっれて恥かない冨ブR』ジクなどの教　　郵第11回卜1　 1、 ： 、し1』況』 、、プ
』
1 1く・だ以［li，畝

育的なものを買い与え， ぐだらなレ漂おもち烈は、買わな　　　Tは治療者の誘いに応じてすぐブ堵イル←ムに入室す

い乱詳入論 』幽　ぺ』r一∵．〉慰｝i　i徽 ゴ、：阜1畏： み 三1　　るポその時の，i．口をとがらせ少しぶてく，された懇度のT

　それぞれの理由を聞けぱなるほ置ξ 納得できるる3たど　　の様子が印象的であったら』』Yl、乱 ．汽．目』、 1 べ’ン1鞭く｝

えば羨お菓子は家でつぐれば・7どんな材料でつくづたか　　o 入室してしばらκ、の間一 ボケ躰トに両手を突らこみ，5

賜融し℃蜘物破⇔意れ勧デ磐ト腔気ドアの前峡6立って纒髄眺めわ畑ひる諜デ
が悪ぐて子どもを連れていく必要のな馳零心ろと、母親は　　ボソの下に見える太ももやふくらはぎの筋肉は1：1同年齢

言：う1ゼ父親古そのような生活態度を積極的に支持する意　　の子どもに比ぺてよく発達しひぎしまaている蕊体は格

見をもっており・母親は・自分たち夫婦が疑い むな』く信　　別大ぎレ～ほうではな蟄が浴体全体がたくま！しK、蘇身の内

ずる養育方針で子どもたちをきがちりと育ててきたよ1母　　には，ll、野性的なヱネルギ白と俊敏な動きが隠され匿野る

親の話を胆いていると以それはみごとと表現歩るほがな　　感℃である。1しか1じ1、；ちまら乏ふ二ぐれたホ廟べとゆぢごく

購ど筋が通衣いてすきが馳・ぷ』あし1庸まりに徹郷屋を眺め回脈いる眠そうな晦らは，ぼの嫡に

底し枠にはまりすぎているためか，r生活の中に自由な雰　　iも丁つまんない』 とレ5う感むが治療者に伝わ旙てくる5

囲気が感じられないポ恐ら！ぐ，』 Tもそのような生活を息　　4じヶと しているのでヂ殆療者が餅、「それじゃ∫：；この部

づまる思いで過ごしてきたのであろうる賢ひ下7 こ窺1〔 ＝．』一 　屋にどんなおもち’わがあるかみて・みよ，：う1か？」・、と言う

5ぼ湛3歳になる直前に妹が生まれたよ嫌を生む時1．「縄　　てジロジカ÷に入すて聾 ～るお、むちやを釈「』．3紹介1しはじ

親はTをつれズ実家に帰ぢたド妹は手が撫からないでよ　　めると，ヤナξリ1らゲ［本く注．：スせ←、トポ÷ルに似た

吟子だと母親は言うよカウン池リン．グ中1 ”当時2歳の妹　　ゲ÷一ム）kをとぢて，1 床に座Uこんだ。，両足を開げてその

は大人’レぐ←人で遊び必ねむくならて少しでずる乞，二母　　真ん中に7アミF1リ施ゲ総ムを置き，台かぢ玉感と強出じ㌃

親は抱いて寝か1しつけていたら1家では武丁を年上だから　　穴に、1つずつ入れながちは・じき出しは じめたぢ』、しぱちく

と何かにつけて我慢をさ1せて』ぎた。 ITは武母親に対し　　1人でゲームをしている。．入室むてか らずら1と無言潅あ
て，「妹の方をがわいがる」kとが丁妹ががわレ，～いだろ二う一」　る。

乏蹴1．Jマ』∫＝轍』、： 11
．・ 二》1

・』』♪ と1・楚 治撚がrいくつ入ったかな？」㌫r3っL蕊」

一・勲撫媚葉使い輔ち融た物馳ら講親は｝ r曙っても』無視するがのよ弊黙獺玉舩れ禰じ
理性的マしっかりした女性という印象をうけるがゐ子ど　　き出す遊びを続けている。＝Tが奪を域硫とはこ醇凶時，9治

繍気卿な・く粉紺えられるよ1うな雰囲気が少な療者がrバ蝦一ン』と大きな声拙したら，Tは纒

蟻・εン（妓・母親であちねぱという構えからかレ子どもに対　　に入づてからはじめて治療者の顔を見て薪斯り：之笑っ

泣る愛情は士分にあるのだけれ・ども，衣それを棄直にあら　　たよ治療者が何度かl　M「～く ←ソjilT芥ギ菖冷ン」，亡言
っ

わさないで，ll母親の役割を賢・く演．じている感じ怨ある。・『　ズいる一としトTもまねをして 「憾ギ属野酵」，1と大き1な声で
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やり出した。1それがはじめて発，したTの声だうたポニ『穴

　フが ツ←ゲ勢ムに飽きると，1 立ち上が？．ておもちゃ

のF砺力一に行き， 自分でレブの隔6ぱ））入みている箱

をとり出、して来て遊び始めたる1くシ喜の部品の中にir、鳳が

見たζとのない新しい部品を見っけると，ゴー手に・とって，？

「な嘘だ，ヌリ ヤ！」訳なんジ、ヤノ」．と叫ぶも 『Tは，』そぱで

見ている治療者に話しかけるでもなく，ひとりで勝手な

ことを言いながらレゴを組み立てていた。その時の言葉

が申風変わっていて， 聞いていておか』しかっ，たり1・1驚か

ぎれた りしたら ．「ヨイ，チ豊』・と言いながら4、さな．レ⇒を

親指と人さし指でっまみ上げたか と思うと，、次には大き

なドスの効いた太い声で，　「こんなん，一．くらつかない、じ

φネエカヨー⊥ と亘をとがらせるrし，1「だめだよ‘1これ

はド・・ウ7』 とひとりごとも言う。ニン喜を組み立てながら

1ときどきi、治療者を見て笑づたりするけれど勤 ほとお

どおもちφを相手に過ごしてV、た5、ジ、．』『1旨　，∵、、＞ 、密

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　、終わりの時間になづて退室し1 ．母親のいる部屋に行，く

時歎 二 ドタドタ とふてく されたよ汚．に廊下を r歩いてい
た6 ．母親のところに帰って， 母親から 「終わらたの？］

とやさしく言われても，表情を変えず，　「オワ》タヅ」

rと．いうような顔つきをするだけで無言であるず一

ゴ全体を通して，・Tは何とな く投げやり でぷてく・された

態度をとらていたが，・そのような態度をとづたのは，ll確

かに緊張のせいもあうた♪〈接二していて気づモ、たことであ

る力獣④は緊張を投げやり，なぶ超く．された仕草によろて

表現しているよ1うだづた）5。1し肋≦しな力墨ら，．．、コ、投げやり，な

ふてくされた様子には，日頃から自分の気持ちが満たさ

れていないT¢汀つまんない」感じが潔くあらわれてい

たよときどき使っていたタ幼児音（サ行ヴシャ行∫、・｝ツ→

チュ天とドスの効いたミ粗暴な言葉毫は，．それぞれ11

甘えたい，雅かに自分を しっかり受けとめてもらいたい

rTの欲求と，、その欲求を受け入れて満た’してもらえない

1嵩とに対する抗議と怒りの気持ちをあらわしているかの

よろにチ．治療者には聞』こえたじじ」1ケに丈察、』ひ㌧
8第：2回ぐ｝さ・二途』8’1　　ゴ 、　” ㌧ 』ド　，．　　　 ■　’て 』こ二．

　．Tは，・家か「ら遇づてきたカメゾライダ甲を治療者に見

せてくれる。　｝ 』』ガ、C　　．ゼプ・　く

r！プ，レイルr“ムにあ』る箱庭のおも二ちゃを手：にとって，

，「なんだコリ ヤ」，「このテレビ，二おかしいの」とかレ》い

ながら眺めているすおもち、争の中のカメソライダrの首

のかソカチがとれていたのを， 、「とれてる」 ・と雷って結

びつけた5　∵　　　、 』 二　． r．　 　、 ；

　治療者が，砂箱を指さして，　rあそこに何かつくうて

みるかい」と言ってもさほど意欲的ではな い61 は孤箱

庭凧の、し喬 ろ吟ろなおもち やをもてあそびなが ら∫一「ボク，

カメンライダ←の映画とカォソライタ1夢をおと1う さんに

見にっれていら．てもらったんだ←ぎおとうさ序許映画見

たから，）忌う テレビ見なくiても崔〉いだろうと』言、うんだ

よ。，だけどボクはデレピも見ち窺う んだよ。iおとうさん

ね，、映画見に行ぐの，じ夜寝てるどきに考えたんだよ』》と

熱心に鱈すピ　㌧1い“．ン！ゼ』・ゆ：ニス』いこ 『急！〆1’、ア』〉

ユ治療者が，二砂箱に大木を置き㌶ラィオソをその横に置

いて，　「ガオー」と書うと，Tは，　「おんなPじなかま」

rと言6で，． トラ，とヒ’ま、ウ露ライオンなどをその近ぐに置

いたら丁強レ～の、ど れカ》な」rど〕きぐと， 一ゾウを・と づ で，r「強

いよ」 と言うる』治療者がキ謎グ自シグみた》・なゴリラ を

1とると，1「ぺユ♪r；．強そ勝ン『■ど感心r・したよ．う．に言、っ1て，1

治療者の手からとらてゾウ曽いすしま に砂の上に置く頭

怪人とゴジラを置・く．と、，kTは詩i「カ．ヌシヲ票ダ率が強終

ぞ／」と言づて12人のカメ γライ』ダ→をと疹たoン良ぐ 成

vTはおもぢ庵の仁ッ，カ←から ビス・トルをもっ、てきズ，

ダダダダ鳶と治療者を撃づひ治療者も ピストルを急いで

とづて反撃するど．治療者の近くまで撃ちながらやづてき

て許治療者のオシリに銃口をあててダダ1ダ．ダ3Xど撃

つ。治療者はたまらずひっくり返った。Tは，j大変に満

足そうに喜ぶ5－何度と．な貧それを繰り返しふぞのう．ぢ，

車に乗づて互いに撃ちらこをす為舘運般車にTを票老窯

走り，二，Tはその上から，1砂場の怪獣， し猛獣どもを近づい

た之 きにが琴÷ソと繋つ。1． 、　一 ！、1給り“二、㌧1∴二示

　、Tも治療者も汗だく5 Tは一度むやられな硲。，ひらく

り返るのはいつも治療者。Tは今度，日本刀を持ち出し

て来た。き・治療者も負けず砕 こ日本刀をとりに急ぎ∫二：ヂ嬉ソ

ざラが始ま6たよTは，おも、いづきり刀・を振り1回すの鵡

切られ苔と痛ヤ㌔』治療者は何度もひらてり返る5退室す

る前に諮、Tほ風船を足でおもいきりヤバシミ・と割与たゆ

　．よK遊び，臥 よ く動くが1 その中には強い攻繋性が満ち一

：ていたぷ、1．ヒ， 栽「 』・ 一「 　r∴謁・ヒY・ズ．・：・さ一く：免じ

ぐ、第 31回lll ，』：敢”』、　 ご弓ll・二一と’ ”1くギ．；1ご1ン」

．、iチ率シ～ミラをする5ものすごい勢いで刀を振り回1して

治療者に切 りノかカξり，』オシリ1や足などが切られて5』し治療

者はたま・らず・、ド’ウと倒れた乙㌧爽に痛い。ぞんなことには

おかまいな しにヂ懸命になづて切 りかから」でく1るピ「∫1救も

．チ多マバラをかなり続けたあと；』箱庭をは・じめジカヌ

×ライダ傍 を2人‘砂の中に埋める。．そして｝掘り出燐

又埋めるら㌧そこにゴリラ，家）人間が登場するがρ意味の

ある筋はない。最後は、rウソチ」．と言っズ部屋を出蕊

ン3第14回｝i・γ 』’ 二
lr 111 〆1

W71・・ 「漠二1［

く 入室するなり，‘空気でふくらませたドラ畠舟シの大き

な人形に何度かキシクとバソテをくらわせ準よ誌。昼｝』『

　粘土をつかう「床屋さん」の遊び、で，、、お1と：う・さん人形
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に粘土をかぶせで『ゼ「こらしめてやる鈷オシリからヘビ

を入れて融る1、と攻撃的である。・おかあさん人形を坊主

にしたので，減「おかあ・さん声悲一じい，こ1はずかしくて外に

出られない』と治療者が言うと，・添「いいよ，r．濁・いよ，、も

っとやづてやるよ」、と何度も頭の毛をか り・とる。1 しばら

くして， Tはいつのまにか治療者の膝の上に乗ろてき

て舜そコ亭胃しながら遊んでいたひ床屋さん遊び溝気に

入らた様子であるす　．一二’，1「『1．1

．それま．で遊びに使っていた粘土をつかんで，，空気人形

のド乳エモン1とトライダーσ7に向かみて投げつけるず

治療者にも大きな固まりを投げるので壽丁を高く抱きあ

げる賓，胃キ ヤ層キゼづ笑いなボらレ毒「おろせ一 」，と大声

を出した6i下に降ろすとダ』Tば刀をとらてきてブγブ詔

振竣回すよ治療者は大きな空気人形の背後に隠れながら

立ち向かうたが跨何度かぶたれて床に倒れたぎ．3 ＼．
・』

　、最後にヂ箱庭の砂で山をつくり，rrその中にア罵ゾンラ

イ〆魚を避さに して埋め5ilつづけて箱庭用の人形も何人

か埋める。一自分で埋めたアマヅ・ソヌ菰ダ←を掘り 出し， る

次に〆「強ぞうだな｛」と 吟いながらゴリラを埋めて，1r

又掘．り 出したるC　【ゴ　双こ1 ＞　、．

、

行動は』礼攻撃駒であると同時に，∫遊んでいるうちに治

療者に尽タ’ヅと体を押しつけてきて1自然に膝の上に乗

づて遊ぶというぐ．「子 ど もら、じ恥自然なかたちの甘え』＝毒

示していた。幼児的な言語表現が1ときどき顔をのぞかせ

るのも， 、Tの甘えたい1という欲求の一つのあ．らわれか。

1第5回・弧 G ・’ 〕，．

｛部屋に入るなり，』、Tは，1「今日は何して遊ぶんだまお

ら」と言うψ、治療者 （何して遊ぽ、うかね？）「床屋さん

は’ど、こにあるんだよお』1 （．頃》カーにあるよ）直、シカ恐

から床屋さんを運んできて， 箱1を開けたが粘まがなレ藩

「粘土がねえなあ←。：粘土，．『 ど こに恥づたんだよお←」

（おもちゃの ロッカーにはいっているよ）Tはしばら く探

して精土の箱をもうてくる。蓋を開けると，前の時間の

子が遊んだのか1 ”自動車の形をした粘土が箱の中から出

ズきたよそれを見つけて， 丁これど う。やって つ1 るの？」

亡ぎく♂慈の時の表情があどけな≦てかわいい5治療者

が粘土用の型を出・して．くるとデTはそれに粘土をつめ

て訴いろいろな自鋤車ド1 汽車レ お菓子をつくる。」治療者

の膝の上に乗うズ，，ずら と粘土の型はめ遊びを続ける。

・「ボ欧はお菓子や∫さん，11あんたは？」し（自動車屋さんだ

よ）／㍗馳i触磁る、』』，：』二 　 一　 混寮侭　．

　ドラエモソの人形の空録がぬけていたのを治療者がな

おを（うとする匂l　Tはジ』・1「ボ．クも1これとおんなじの もっ

てるgおばあち婚んか’らもら・づたよ」とい：うU治療者が

丁日 で吹いに空鼠を入れよ’うとす蒼とレ1、… 丁ど うしてそんな

　のマいれるんだよら㌔ 』ボ勿んちは， Pブみルをふくらます

　のでするよ，・ へんなの」之丁に言われでしまらた。・

　』チ軍ソィく．ラをするゲ本気で刀を振り．回 して治療者を切

　る‘r痛いめで〆、治療者も本気廼応戦し』今回はTをつか

　まえ，床に押さえこんでお腹を1くすぐらたら『τまい、6

　た／まいづた／・ゴと笑いながち嘗うので押さえこみを止

　めた5プ11－
　：’二、第6回rに　ン：』

』

　！廊下では，』 暴シチやキ・ッ クを治療者に仕掛げて、きた

　が’』部屋に入ると‘’ 丁今日はもう，’．そんなのしないよ」

　とTは言旦・，パシヂやキ夢クに応戦しよ一5とした治療者

　は肩すか・しをくららた。：ド 』　
．．・

、r、1

一

　諒粕土遊びをするg，「二3瞬ポソブ」1でスバゲティやお

　そばをつ二ぐるざ粘土をこねて怪獣をつくるδ二人で怪獣

　対怪獣のケとカをさせるボTは， 口が大 ぎぐ裂けた怪獣

　きつくって，治療者の怪獣を、ミのみこんで尋しまうザ自

　以外はは6きゆした形がつ，ぐられていない場合堺多惹

怪獣の体の半分は1巨大な口であるも’』「オジラ’廿怪獣」声

　［ウソチ怪獣」』r1「オナラ怪獣』ーと名付けられた怪獣たち1

　カ㌻活躍したa一』　　』 『 つ 窒、乏 ｝』』匡’』　，し1ンJklでτ
，

〉、二皆ン 悉

’　以前より、も落ち着レ：、て，しフラ兎下レ幽下 された雰囲気一

　がなくならてきたよ攻撃性がずごじずつTの自我の中に

取ウ込まれている感 じである6い・チャ、敏バラ｝で刀を振！り，回

　すというよ・うに区今までは攻撃性を丁自身が直接的に豪

　現していたけれども，〉今回は，二 怪獣ど応万媒介物を借り

　て，卜自己の攻撃性をあらわして恥たぷ変化艶ある。∫挺雰

　：ヒ第了 回←8回（こ（1溢く’ぺ岩li、1 ン1『駒、蹄ll今ン4．

　㌧「レゴミで自動車や一旨グットをつく るゼ乏きどき評・「どう

　やんの済ジわかんないなr，葺ヒソセィやおて」と甘えた

　口調密言う。 1 』　1．∫　 尺ジ r』鉛偶尺『Fl：（2（．　、

・前回と同様に，｛粘土で怪獣をこドしらえポ（『治療者のつ’く

　ったものとケゾカさせるよ 「牙チγ瑛ンをやらう．けちφ

　う・ゾ←』ヂ突き・さしち矯うブ←“ ソ夢、舟、←1！」，［と雷いなが

　ら，怪獣のオシリに棒を突きさすぷまた詳怪獣の才もシ

　に銃をつきつけて，穴を開けたりする行為が頻繁にあ、ら

　わされゲ丁オシリ」，「オナラ」， 「ウン 鼠」，そ、Eシプ遡コ騨

　「オチソチγ」 などの言葉が多用された。 。 玉諒ンン へ

　終了時刻間際に，治療者がITの背後からTをかかえ上

　げレ両脚を開かせて， わざと，＝下オシ鹿コ， シ、小1とや

　ると，結構乗ってきて，： 降ろすとしし今度はTの方かち∋

　；矛シリを治療者壱こ向け亨　「オナラるデブ系」乏かぐ「オツくッ

　コシャー」，「ウソチ，．ベチャー」という格好を し忽がら

喜々として立ち去った。　』』》’、緊 』＼ ：，1ぐ』1 寮』lf

　r第9回～10回・・ ＿』』’1 』1』「∫1燕㌧『嬉』：』＝iご ，壕、’曳

　　「これなんだ｛，どうやちて遊ぶんだ一」 ’・と相変わち
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吉川飽：＝痛慰を主訴とする男児の治療過程

ずの声の調子で， おもちφのマソションの部屋にイ不や

ベッドを並べたり，出レベ｛タみにお人形を乗せて上下

させた りしているぎノい ・r ・パ・ 寸・IV…　、ド．

．1・そのあと，粘土を使づて料理をつくrる遊びをする。そ

れが大変気に入φたらしく必魚や力噌』！パシ1 ッ、一セー

ジなど，・ いろいろな形をつくって大きなお皿にきれいに

．並べ， 満足そうである。 治療者にもその作業を手伝わせ

たためか，できあがづた料理の半分を治療者に分けてく

れた。．食卓には男の子と女の子， おじいさんとおばあさ

んが座り，・台所ではおかあ・さんが料理をつぐ叫丁度舜

そこにお．とうさんがおみやげを持．らて会社から帰ってき

たところの情景が印刷してあるビ暮弓ルグロスの上に1’

つくづた料理のすべてをのせ，一r 絵にかいてある人物みん

なに食尋させた。・Tは，』つく方た料理をナインでみんな

・切った。二おもちゃの丞ワーシャベル’が ・ぞこにやづて き

て， 料理をすくいfげ，六ワ声シャベルに乗らていた人

形が食べたら 』・』・ひ・’1－r 』’』』∵　、lll｝

　マンシ豆ソの住人をパワーシ牽ベルでやっつけだり す

るよrうな攻撃行動は出ているけれども，以前に比べて，i

破壊的な行動は影をひそめているる’ ㌧r

　セラピーが終わって母親の：ところに帰るとド母親に ド

サッとしなだれかかった、り，母親の座づている横に寝こ

・ろんだりしていた。

　第11回　　　　　　　 　　　　　　5鳶1一 ：

　夏休みのたや，．3週間ほど間が空ヤ・たあと4〉メニラビー

である。休みの間に，』Tは，カメγライダ［が空を飛ん

でいる絵をハガキに描いた暑中見舞を治療者に送ってく

れた。休み中元気で過ごし二たがなと思いρっヂセラ、ビ酔

’室に向かうと，廊下で「アーアアー，ア島アア 脅↓とい

う大きな声がす1る。まるでターザンの叫び声そ う く．りで

．ある。・声の主はいったし》誰だろう と足を速めて行ぐと，

鈴療者が来るのを待うて・いた工であうたじ長イスにひ．う

くり返づて声を張り上げていたのである6一こ

壁にかか、うている円盤の的に玉を当てて得点を争うゲ

・一 をした。 Tはド而手を使づて得点のた．し算を一生懸

命にするじ、 たし算は合っていたり，澗違って1い、た・り、す

る。F得点を黒板に書く」”と言ったが，・数字は書けない。

、しか しヂ自分、で密きたそうだづたので砂沿療者が手をと

って秘かせた。そのあとは，治療者の窪いた数字をまね

して轡いていた。　　　　　　　　　　　　　穀斜ミ』こ

1的は，・10，20， 30，40の得点表示だう・た けllれ ど」も，

r「たし算しやすい寓うに0をとろうね上と治療者が提案

して，r　Oを、とり， 1， 2，13，14点で得点1の計算をし．て

ヤ、た6 何度か互いに勝ったり負けたり・ したあ！とi・最終回

に，1治療者が合計で100点をと、っ たず計算の方法か らす

ると，1・0を11 つとる のでm点である。｝エが黒板に10と轡

くがど見ていたら♂！ 1之しか書かない。1治療者が 「10点

だからヂこつもかかな
くi ちゃあいけなぬよ、上』と言う，と，l　T

は，1㍑ roはとるんだから」．ど言っ て書かない6 ・治療者が

．「100点だから， ．0 をひどつどるとほ0点だ』よ，’1 だから、10

と書 くんだよ」 1と説明すると，・ はヂ泣きべそをかきそ

うに口をとがらせ，…・ホヅ尋をふ1くらませてジ、獣と してい

るる・治療者の説明した内容がわからず，・。ごまかされてる

と思うたのであろう。』∫Tに、じてみれば，、0はすべて省く

ものと理解しているから〆10の0も当然 と1ワ去 り∫1
と轡いた自分は正しいと考えていた5・しか・し，治療者か

らデそれはちがうと．指摘されたので1、Tには心外だづた

のだろうポTの年齢ではむずか・しいル←ルだらたので1

0はすぺて消すルールに従って，ら表示を1としたも、その

結果1、瓜が勝ち逝不満な表惰が柔らいできたら、・

、一

足がバラバラになづていた人造人間に1 、 手足をセロ

テ鱒プ薄つけ5 人造人間の内部に水を入れて遊んでセ・

た。’治療者が 「水を入れると生きるかもね⊥と言う彰く

Tは 「人造人閻だから生営っこないよ／」．と断定的に言

うb’人造人間で海びなが．ら多湿「ぺ兇ヤ泌コ人聞だ，へん

なの／］と言う6 rr ：賀～・∫、 　月 r』、U ㌧1ざ、

　第12回

　セ、ラ、ピ角』室に入る時ド治療者に向かづて，r「おまえ一，

ぎょ，うト岳何すんだよお上と寒くご、中に入ると汀ひとつ，

いそ∫う1な老・一こ、ろにtヵ傷7君ふたっ，r 即r一にカケ フ」 とコ

マ←況砂レを犬声頂歌熔なが’ら遊び出 したらレ、河専用の

小さな人形を扱喝トながら， 「おま え一、こ こに座んのデζれ

を運転すんの，獣4入とも寝ち・や「うんだよお」』と宵い括レ

ゴのトテジ ク、に人形を．のせたり1ねかせたり！している。

、ビストルど刀’を武器にして；Tは治療者 と真剣な勝負

をした5 刀がグ 諾ブソニうなーりをあげ，こ．マ：シン ガンがダダ

ダッダーと火を吹いた。目は真剣そのもの，口元もキ．島

ッと結ばれていて，治療者にとってTは手強い襟小さな

戦士モであった6埼』一

　最後に，．、空気人形を何度もなぐり， 馬乗りになって人

形のオシ リの栓を歯で引き滋いた。，そして，空気がぬけ

て人形がペチ牽閉一≒になる二まで，何度も何度も人形に馬

乗りになりながら1』Tは，’1、「死ね3 ㌔死ん、じ二や え」と繰り

返し曾毎ていた6夏休み後，三再び攻撃性があちわになゐ

て いる。　 げ・』 　　 』る『』 パ・ ・．r　l・
Pr

1、1．、一

　第13回

くTは廊下の長イみの上に寝そべらていた。 治療者が行

・ってもすぐには起きず， 母親に促・されて、やづど起き，㌧し

ぱら、く して からセラ ピー室に入ったる一何匙な＞く菟だる そ

［う、厨ある」　　 　　　” 戸㌧ 己　・　不〆』

一‘159一



i日『 総合愛育研究所紀要！邑ゴi第17集、こ

＝1、セ反ビ孫室に入っ、｛もまだそれが続き1 おも ちゃ，の戸

膨．カ；」の中を捜してレピをもち出すが，導あまりやる気で

はなく，るうぎに弟正解のボタソを押すとビー玉湛出て惹

るゲ鳶云忍やり始めたδ・問題の力嚇ドを入れがえながら

累タ・×を押、じて・いため勢こほ とんiどでr ゐ。（一できて1ビH玉

が出て』くる1と，ひ「当たぢたjf・1「rこんなの簡単だ」， 「こん

どはこれだ■とい》・ながらやうているε卜・31“街』1 ド驚

3治療者が，1乱バッ， ドでボ歯ルを打ち，τ「野球やろづか皐」

と誘 うと露”Tは，．二「カ、づてに■人でやらこてろゴ 1となげや

りに言い放つよTはドラエモXめ絵魯き歌を歌いなが

ら，ギ黒板にチ・議齢女でドラ奥モソを描きだじた5（お世辞

にも上手な絵とは言えなか6たので，・1 そばで見ていた治

療者がジ』、丁これは・ド・ラエモソのお じい’さんかレ》？」ぐとひ

やかすと，l　Tは嘉証動と笑っズもう一つ描1く乙』治療者も、

ドラエモソを描いたよTけ描、くのを凪めて缶治療者の1 ド

ラ出毎ソを消むたよ治療者も，｝’ビ；ビどビ』とい憤ながら

Tの絵にチゼー←クで光線ビ去ムを発射、したよ治療者はデ

Zジ悼ソを描く。レTが消す， ・又描、くる＝ツ又消する 1渇ん．ど
は；∫： ピ！ビ1ビ←と言いながら，7・チ 二§｛クをiTのお腹にもち

窒いったぷi疋は黒板消∫しで治療者のお腹をiポえ1と打づ8

互いにそれを繰り返す。このあたりから舜 Tに乖気が出

てきたo　　　　　　　　　　　一　　、逗器凱

ドーTは刀を≧ろてきて武器／にするよ1空気入1り傷あ・したの

ジ”轟㌔聖火形をお，もいrうきり何度ものでた、た く畿治療者め

・「仲間がやられるナとで言う，て参加5：切1り台恥合戦が始め

（られ，λ途中で詳丁はスぷゾジの板を投げ六治療者はそれ

を刀でかわすび最後は取づ組み合愉め戦跡♂治療者の武

器は〆ぐす1ぐるごこと受，1㌧Tは｛キャ勃やめろ上と言う。くや

づゆけちれた1りやらつけた．ゲしたが泌最後にTはムス’ポ
＝シ1ジ板を治療者』に投げつけン、’「新幹線で逃げる」之恥っ

一て新幹線の電車に乗り・5読ドアの乏、ごろに行ぢて終わ．軌と

なるま段買　甲 占
牝 んテ訣、 ミ1』：1。乏’”メ靴｝畿≦一『喚マ恩

7第楓回ノー1！△ 悟〕ンぐ冠、♪罫繍』1≦，ンィン』ド 1l　l携、』

　金魚つりゲームとカニとリゲーム・をナる。1；1．加、、
，．、．

入力芦｝ヴりゲ島ムは，P礁奴台の中来に岩が萎りうi二その

下に『ガ≒が隠れたり，， 出・て来だ嘆しズ動博のをタイでミミソ

グよ1く磁石ゑきの』裟字号iソで捕え』る遊ザ誕あるぷ励．≒：た

ち1が岩の下にス，らズな毒なか出淀「こな呼：《「と許 Tは手艶岩
を＝ド歌ド紹どお1もいき1ザたた翠・て・力翼碧出 そ〕う・とオる器

あまり勢いよくたたいたためか，プラスチッ’ク製の岩は

ヒビが入り割れてしまった。　　　 　　　i菱竃ご、1

施力峯たり慌ゼム に飽ぎでく』るど，ツカ篭を金魚すぐいゲ

ふムの容盟に入1れ11嚢金魚ど》・らし・よにして金魚すくやを

娘めた5楽し繊うである諏かなかすく必姫、ときにl」

治療者が「ヘボ，ヘボだなあ」とひゃかしても15、Tは急

章二＃笑ぢて気にもしない61、しばらくすると〆、手を使す

て金魚たちをOかまえていた。 因 ∴．。煽」、；『一引さ、1ゼー』

　治療者がビ昌一ルテープにブラステ動グの金魚を“列

㌍並べてくちづけている』ど，il それを見て，1，＝［オレにぐれ

よ」 rと治療者の作づたものをとづたポそれをメ る索ると．

振り回してがら∫二丁覧少カーに行き諒突然‘ ∵「オ姥の武器

はこれだ／」乏刀を天井に向けて高々と突き出．したどそ

して，；その刀必空気入形に切りつけた6 1』．・；、㌧＝レてこ』l

r金魚や力毒のおもちゃが害列に堂・づぱいついてい多畏

いビ畜rルデーブを左手でつるしヂ右手に持った刀でバ

シデッと切る ど，、金魚や力亭が部屋中に飛び散ろた5壮

烈な戦いにふさわしい〆迫力ある幕開きであづたす 二・、

へ治療者参どス トルを武盟にするとヂそれ を刀でなぐり

つけ，、容赦なぐ治療者に向かづて切りつける8、治療者は

刀でなぐられたらひどく痛いので，・r大きなスポZジの板

を楯にして身を守る。何度か亭られたあと1、治療者は反

撃に転じた。Tをつかまえてかかえあげ，マニグトの上ま

で運んで行き1二「ヤキトリにして食べち鱒 うゾ」・とやき

とψのタレをTの体中に塗りヂ表と裏を焼く まねをして

から，両手を使い，Tの体のあちこちをつかみi．＝その肉

をむ1しりとるようにして食べるまねをした。、Tはくすぐ

う たいがこの遊びが気に入った、ようで，畢謙 ッキャッと

笑っていたO　　　　　　　　　　⊃ヒ』ン 』
；，、1㌔な

　第15回　　　　　　　　　　・　　　　　　　 　　　　　　　　　 蔓r 1ち凌

　’空気人形を抱恥て1巨・虜力」の前に来るる』人形にまたが

・リド』「何しよ うかな？」・と考夷黛いる様子5ご 』・．1∵

〉粘土廼功ま．ゲ尋’ムめ岩め出 自『を・すべておお寧・，ごS勇属が

出・られないよう 壱むしたぴ粘土にr力菖を1「く、らりけ淀つが ま

’えるめだと言・うひ　一v㌣・’1満ジ『』1」P5ぐ〆き 1・塙・冷

ンそんな匁づに1してカr畠 ゲ』r込艶遊んだあ志呉結土をま

とあシぐ舎≧〉の大き）な固 まり忙1しち≒』「ウーシ・■一だ阜L渉と言い

なが ら鼻氷形の オシ・リに一 りつけるぷそのウ）ゾ1コを：治療

者のオシリにも・もりてき』蔦』》rキ㌧レ五燃ゼソ地イめ牙ジ

遼か1ち ヴソ嫁が出1て来た1・1ぐさしX裾1大人のウ・シ暑lろて

燦∫さ’いんだホ」 と・においを喚ぐ「ま1ねをiする。61ウ・シ’…ゴをっ

がんで投げる。・自動車にウシ註を’積ん愚運んだゆ，＝冒ウ

，ゾ⇒を車輪でひいだりする．ゴ最後に，ヌrあ劉ノお1もしろ・

かち∫たユ芝本当にうれしそヒうに、二治』萬笑㌔ら文出之行ら

二た5『↑め顔は爽快そめ ものだった蕊』き一☆勧超、ン、ヤ

　蜘6回　　　　　一　 ）二∴「』ン・ピ、』 c

　，も力密治療者を切る時，》「Tば，・1以前ほど仏チ・千グチキに

！はぜずジl　l手加減するようなとヒろがあ一るよ攻類レと迫ガが

なサ、‘㌧治療者め痛みを察し1て力塁1あうし画ま治療者では相

：手不足で物足りないためか3そ耗どむでの攻撃欲求が満・

た・さ・れた ためなのであろうカ】ぴ、“ずれにしろ；’詩攻撃行動

・一 160・一
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紅余欲がみ．られる。．刀酒切るのではな く派チ7ヨ←．えで治

療者のズボンを汚す・といらたデ．形の違う攻撃性を示すよ：

』第17回一 7．一 「ぐ、1、㌧r Uヒli’』二1野Il｛旨さ［

、 スポソジの板で大きな家をつくり，．．その中に入づて遊

ぶ。』’”』11』　’・㌧♪ゴー㌧r㍉∵1 叛 『1
ll一

二

　家をつくる衷構が生き生きしてジ遊ぶこまの喜びを表

現む．ているび周囲の壁ダン7屋根を組み立て諮出来上る・と自

分が中に入り， r窓を蕊さいでぐれ半と治療者にたのむ』

治療者がスボソ、ジ板で窓をふ さぐ と，一中に入っていた T
そましばらく謂浄かにジ・ッとし てボ1自分の作らた家の内部を

あちこち眺めているゼそして，1出て来て屋根をなおした

1りr壁をきっちりつけた1り二して1から，1また中に入る5・そ

ろいうこどを何度も繰 り返すぎ「お家の中廼遊ぶおもち

亭がいる」 ’どいづて｝ 「1煙が力西からタ自っ1り了ケ毛会みとピ

メ1トルを．も参て入 り』へし1ぱ 餐1ぐ遊んで からヂ丁電気をつ

妙る」』と出てきた5 釣糸の先にピろトルをぶら下げて，1f

それを屋根かち下げ番ポうに工夫するよ家の中にぷら下

、げられたピス∫トルの引 き金を引 くと，弘火花が散り明る1ぐ

なるのを 「電気」にみたてたのである6・治療者に熟で「タ

、γセイグ）お家もつぐらたら？⊥’とい うので」 ：、！Fの家の横

に〆大きな積木を積んで家を？ぐりill　Tの家・と行き来が

掛来るよ、う に．した。 レ’ ∵』r一。一』“ ．辞諺；．冨A

む終了時刻がきてお レま恥にする時1二 Tは芦ビネ∫トルを

屋根に向かづて突 き上げ，．屋根をぶちこわ 」しなくがち詔・

』築ダー．ソモ とい6た格好で出て来た。ひ表情がのびのびし

ていて子ども』ら しい。』

　1第18回〆）19回　 　，

二前回と同／じように，路ポンジの板で家をつく弘九い

窓から出たり入うたりして遊ぶ。 1この遊びがなかなか気

に入づたらし、く㌘話もせずせづせ と考えながらつくって

寿》るま“：i　l．’㌧1じ“宜、

r今日は，1．落ボン1ジ板で小さい四角の箱をっくり，その

中にお一も乏ち窯を入れて家の中に持ち込んだり，ゴ．スポ・ソジ

のイスをつ塚づだりで∋ 発展した造形が遊びの中に示さ

れてレさたゲ▽㌧二 11㌧冗 』＝∫

・ト今 日の家は12階建てで，1へ2階にバルコ1二r“ら し1き部分

をづぐる5
i2 階の部屋には1丸男女の人形が並んでかわヤ～

・ち1しくちょこんと座づている。∴

　しばらくすると，Tは，おもちゃを入れるためにつく

ったスポソジの箱に，何かを入れるために，治療者に

　「目をつぶっていて」乏言）寸その問に一生懸命になっ

て箱の中に何かおも・ち重をつめこ んで蓋をしたふ、モもう

いいよ」と言うので目を開けると，Tは‘1汀何を入れた

ま偲1琢？暮、と属ニマ靖章しながち』治療者に、ぎぐず何だろう

ど考乳えながち，』治療者はいろヤ1》ろな答え を；ずるカミ当なら

な恥。，治療者が正解を言わない うちに，・1 丁費まi∫、丁これ質

シした」．：と言っユビ舟玉を箱か・ら出して．きた』’、それを持づ

て窓から家の中に入づて行撹た。二家を持ち上げるま うに

七てTが立ち上がると，［ 』1家が縦に立溢た6～二縦に高い長方

形の箱みた軌）な家をモレ尋←タ欠にみたズた。、Tが立う

ても天井の高さが十分に余！るほどに箱を高 ぐしてi｝．、に
れ嫉浄マベピ』揖篇なんだよ」といいながら中、に入っ．い

る5 次に， 半円形の罫 ポ ンジ板を同 P色rどうしで組み合

わせジ 赤，ぐ青，1キ緑，，黄の円盤を？く，る6、その4色をデン

ジヌγの色だと言いながら，3体でりぢ4をと りながち円

盤をもって箱に行き賦窓にはめ込んだ6、、そむて；んど疏

丁はデγジマンになぢ匁つもりで箱の中に立づな。’、ジ、ヤ

堵ブiして上に突貨出1よ疫と一したが、天井は突き破れなレ％

急いヌ∋イスを運んくで来ヌ＝余その上にのrろて’ジャ1γ』ブし，「

天井を突き破り芦周闘の壁蕊磐マチξキタぞ、で壊 した。・i

r第20回（最経回）、．姫撃て誤ゴ ．二、二』コ で』く 』
、 ／

』今回もス置ンジの板酒家をρ』く．る。 出たり入っな、り．し

ながら工夫をしジ1形1を変えていく51ク厩キ衰、・・ワンチ、ヤ

》が薫に入r5たらしK；一何度もプラ蒸テンク製の桑ク1ッキ

持を食べさせて耕らダこ丁どうして自分で食べるの2上と

不思議そ、うに治療者に尋ねるざ治療者が実際に食層さサ

ながちそのしくみを脱明すると， 「7ゲZよとうなずぐ。

その犬を引っ張1づて歩き回る。rじ凄ら一く、してシ 汽車に乗

りズ汽車の後部に犬のζ署を結ぴつけるび治療考に汽車

分皇母、を3i張rづて動力拡し二てくれ之言うる　治療者カヌ弓1っ張

ヶて汽車と犬が動き出す直ゴーrは汽車の上に腹ばいにな

りながら，1乙後るからρいてくそ犬を眺めて恥る。』1途中乳・

翰投げの輪をとづてきヌ：また乗1りず．．動いて恥る汽雍の上

から輪投げをやる凝この遊びが気に入づ、た ら．し、く∋’ 長い

間続けていた。い『‘い！N二顎，二、ゴ、

1神経性習癖や粗暴な敦撃行動が消 えジ元舞に通園：して

恥るので疏治療は今回を1もうズ終結した。・，

　IV 考1　．察』

　Tの自慰は‘．写．【づ越し迄ζよる遊び友達の喪失≧ボ妹に

対する母親の好意的な態度（の反感と嫉婿炉原因で起こ

づたのではないか≧，，母親嫉述尽ている6確かに，1妹く＼

の嫉妬が、伏線≧レ話あり“さ、らに大人でさ・え緊衷を伴二う

引疹越しがTの鋤林訟〆頚’畝を与えたζ費ま想像
に難くないる、＝4ン酪5勲φ顕1と龍うのはF 母親からの心理

的な離乳も進み班友達を弾く球める時期である。・、 ち考う

どその時期に，1仲よ誕遊ん《ゼお仲間と別れ，慣れなや

土地で新し曳・友逮を見っ堂力なけれ昏3rならなか、っくたこ と

は，、Tにと わズ尾と二でめ：曾ら期艦・≧だづたみ う：Jr｛㌧ン 』『

傷

1自慰を主誘と、するマ連の神経性習癖は，、一引，う越、㌧が：直

早三16ユ
一
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　　接的な引き金であらたが1・l／しがしボ その黛根ミ乞は， 家庭

　　内の問題と深《からんでψるよ’うであうた。両親の堅災

　　な生活信条に基づいた養育態度により， きらちりと枠づ

　　けられた日妥の生活に彩丁は息苦レさを覚えていたので

　　はないが。・ たまには夕友達と同じおもお1やが欲しい； 一友

　　達が食ぺているガムやアメが食べた恥と思ずた で、あろ

　　’う。 しがし1卜丁の心にキラキラ1と輝rくそのよろな子供ら

　　 しい欲求は〆理知的 ともいえる・ 「家庭の規律」．の前に色

　　を失らズいたよ元来， 子どもの欲求や感情，ド行動は原始

　　的でい身勝手そ‘㌧生き生きいζし．・るものである5 Tの場
　　合は， ・それが十分に表現され∫満足される前に，　「抑圧

　　者」・と：してめ 丁家庭の規律」に遭遇1してしまったずその

　　ために訴母子関係を中心とする家庭の安：らぎの中で獲得

　　されるべき基本的信頼感を十分に持◎ことができなかっ

　　たと害える占丁は，’丁家庭の規律」』という フ者ルター．を

　　通して与えられる色槌せた愛情ではなK・ジ暖か1く包み隠

　　　しのないスト1レ同トな愛情を母親から享受七たかづた。

　　セラ ビ」の第』主回で発せられた幼児音は，丁甘えたい」い

　　　「親身にならて自分を受け入れてもら恥たい」、叩の気持

　　ちを袈現する箏イ シ寿あらた乏思う51そ れとは異質で対

　　照的な親暴な言葉職1「自分のことを真剣に受け．とめて

　　』むらえ一ない」Pこ乏に対するTの抗議・と怒りの表現だと1と

　　れよ うぴ粗暴な言葉や激しい攻撃行動には， 自由 とスト

　　ンレ・」トな愛情をはばむ・「抑座者」亡ンして碗1家庭：の1規律

　　と， そめ立案』‘執行者萎ある親に対するTの反逆の意味

　　が＝こめられ1て》）る♂ 池ザピー第4画の床屋さん遊びの中

　　で声ヒ父親の人形に「こらしめてやる一’乙・オシ渉から八：ビを

　　入れでφる」∫ と敦撃的であらたこと1レ いやがるのに母親

　　の人形め頭を丸坊主にしたこと磐ある》・は1｝第15回で粘

　　土の固まりをウソコにみたて，「大人のウン＝かづてく．ざい

　　んだ よJl乏．ウ1ソコ をづがんで投げた『りレ車輪でひいたり

　　　した行為は，自由を奪ら：て抑圧ずるだけ1で自分を受け入

　　れてくれない「大人の世慰とく魎駿曝と、鱒
、　　家庭に対するTの痛烈な批判と抵抗のあらわれである。

　　↑は・自分を1と り囲むそのような世界ど抵抗し1．復讐する

　　ために←強恥力が欲しがった6」ギシグ壷ソグのような宣

　　〆リ夢や⊇かメ1：ンライ’ダ」』を 「べ土’［，、強ぞう」㌧一とか1 「強い

　　ぞゴ11と感務をヒあ七讃美したのば』 、強いカにあ’こがれジ

　　顛塾力を必要とするTにと らてをま当然の「ごどであった：。㌔

　　”二・第r6向刃8何にかけ更性的な表現や遊びが 表出され
　　 た占「：ウゾヂ怪獣並ノやトFオをジ窮ゴ怪獣」が活路｝し旭1・又3

　　・粘土怪獣の泳寡シ手レやr矛〕シ り』を突ぎiさじたりP』「ヴン

　　当玉 「杁ゾシま」「冴｝ナ彦」ヒな’！どの1雷葉然〕多用ざれる占し．こ

　　のような遊びを瀞ん曇する傾向が子〕ども忙は←般にある

　　1：が郭乍あ場合，，ぞれボ激むが6旋。 性的な1遊びのこ中に

は1 人間が本来もづている本能的な衝動や欲求が表現ざ

れる。卜丁は1』．自分をとり、まく合理的で理知的な世界の中

で，その世界に対抗する異質な力として，より原娘的で

力強い生命力にあふれた本能や衝動が欲しかづたのであ

ろう。Tの住む家庭にはそのような生々しい人間臭さが1

不足していたためである。　． 』』 』 　㌧ う｛

ド治療過程の前半において1』Tは，． その強い力や生命力’

を1ネ』ガテイ1・ズな方面に使っていた。： っまり ，・ しい攻撃

行動によ1 ズ〆周囲の世界を否定し桑破壌し， 分解して

いた6．その行動を治療者に受けとめてもらうことによウ

て，l　Tはレ膚己の内面にく、すぶっていた受け入れられな

いことに対する不満や不安をはき出した。夏休み前に鎮．

薄した攻撃性はド1夏休み後に再発したが，・・1第16回ころに

なると再び消え去らた。こ、そ して〆rの馬ネノヒギ6は，スポ

ソジ板を結合・し墾家を建設するという肯定的，創造卑勺な行

為へと転換 していき評問題行動の消失昏とつながらたる

　自慰を主訴1とする｝連の神経性習癖と粗暴な攻撃行動

はドそみあら われ方にお悔て‘』 r方は自己の身体へ，、他．

方は外部の世界へと違らてはいるけれど1転， 1「ボψは∫・

親にかわいが られていない轟一ほんとうには受け久れられ

《はいな恥のではない疹■とい1うTの不安』とあせねかち

生じたものと言えよう。その二種類の問題行動のも汐本

質的な意味は同Fじで，｝づの根から生えた二本の幹のよ

うなもの』つまり，・原因はいづしょだ1らたと思われるもマ

』｝と・ころで，、 遊戯療法と平行して行なわれた母親べのカ

ウソセリングで，母親がTの内面について深1く考え〆T

との接し方が以前よりも柔軟になり，情感をもりよiうに、

なったこと もTの問題行動の改善に幸いしたし 治療が進

むと；、母親は，』今まで与えた〕こともなか．らたベマ尽・ウキ

．華ソデ イや賀い求めた菓子を持づ》て来所 し， ミセ1ラ拭←、σ〉

終了後に与えたりするようになった。 また「ミニカ←ば

いくつもら ていて・も∫子』どもは徹1し恥のですね」．竜し：・らて

買い与えたり1～、子ども1め無持を受け床れる余裕がで者琉

子どむを体ごと受け入れるよ’うな 態度に変わちて行ち

た。はじめにも述べたように，今回の事例のよ坊・1な揚

づ合1”母親や周囲の大人の配慮や協力が効果艀ぞあ葛かそ

のため，母親びカ’ウセ1リシグを通じli1母親自身が子窓濁

の扱い方について調整するよう導い虻いぐこ どが大切で

あるも∴1 ・：』げ黛卜．・　∵ 　，』：r£　，≦ ぐ玉マ＞（二瓦IJ

　　　　哩』r ：～1“　ジ・』㌧ll1『二1 ，、・礼こぞG，・べこ～，．＝『

　」、．r．、

』卜」。，，
、叉、〔参考客蘇〕しン弓ン⊆ ，ご㌧幾郵二i　i
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